
各社のプルトニウム所有量（2023年12月末時点）

所有者

国内所有量 海外所有量

合計JAEA
※1

日本原燃
※2

発電所
※3

小計
仏国
※4

英国 小計

北海道電力 － 90 － 90 106※5 137 243 333

東北電力 17 98 － 115 316※7 310 626 741

東京電力HD 197 950 205 1,352 3,154※5※7 9,112 12,265 13,617

中部電力 119 229 213 561 2,316※7 1,074 3,390 3,951

北陸電力 － 11 － 11 144※7 118 262 273

関西電力 267 697 － 964 6,412 3,937 10,349 11,313

中国電力 29 106 － 135 648 642 1,290 1,425

四国電力 93 167 － 260 96 971※7 1,067 1,326

九州電力 112 400 － 512 166 1,535※7 1,701 2,213

日本原子力発電 149 177 － 326 740※7 3,899※6 4,639 4,965

(電源開発)※4

合計 982 2,926 418 4,327 14,097 21,735 35,831 40,158

（全プルトニウム量、kgPu）

※ 端数処理（小数点第一位四捨五入）の関係で、合計が合わない箇所がある。また、「－」はプルトニウムを所有していないことを示す。

※１ 日本原子力研究開発機構（JAEA)にて既に研究開発の用に供したものは除く。
※２ 各電気事業者に引渡し済のプルトニウム量を記載している。（上記のほか、未引渡し分が全プルトニウム量で約0.5トン保管されている）
※３ ＭＯＸ燃料が原子炉に装荷され、原子炉での照射が開始されると、相当量が所有量から減じられる。
※４ 九州電力から電源開発への譲渡予定分0.1トンについては、プルトニウム利用の促進のため、九州電力が自社のMOX加工に利用し、当該量については、東

京電力HDと中部電力が代替譲渡することで合意した。結果、電気事業者より電源開発に譲渡される予定。（核分裂性プルトニウム量で東北電力 0.1トン、東京
電力HD 0.7トン、中部電力 0.1トン、北陸電力 0.1トン、中国電力 0.2トン、四国電力 0.0トンの合計1.3トン）※総量は変更なし。

※５ 東京電力HDが仏国に保有しているプルトニウムの一部（核分裂性プルトニウム量で約40kg）が北海道電力に譲渡される予定。
※６ 日本原子力発電の英国での所有量は一部推定値を含む。
※７ 仏国回収分のプルトニウムの一部（核分裂性プルトニウム量で東北電力 0.1トン、東京電力HD 1.0トン、中部電力 0.4トン、北陸電力 0.0トン、日本原子力

発電 0.2トンの合計1.7トン）と、英国回収分のプルトニウムの一部（核分裂性プルトニウム量で四国電力 0.7トン、九州電力 1.0トンの合計1.7トン）を交換した
上で、九州電力および四国電力が、MOX燃料工場が稼働している仏国でMOX燃料に加工し、利用する計画である。


